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アンセルムスとゴンドルフス（1）  
矢 内 義 顕  
序  
本箱は，カンタベリーのアンセルムス（ArlSelmus Cantuariensis  
lO33－1109）がロチェスター司教ゴンドルフス／グンドルフス（Gondulfus／－  
Gundulfus Roffensis Episcopus ca．1024－1108）に宛てた初期の書簡（1071年頃  
－1076年）を取り扱う（1）。最初にゴンドルフスの生涯について簡単に述べてお  
く（2）。   
彼は，1024年頃，ノルマン人の両親，ハテグイヌス（Hatheguinus）とアデ  
レシア（Adelesia）の子としてルーアン大司教区のヴュクシン（Vexin）で生  
まれる。ルーアンで学業を修めた後，彼はルーアンの聖母マリア大聖堂の書記  
となる。この間，彼は助祭長ウイリアム（WilliamdeBonne－Ame）と交友を深  
め，さらにルーアン大司教マウリリウス（Maurilius 在位1055－1067）の知己  
を得る。ノルマンディの改革修道院の中心であったフェカン（F畠camp）出身  
であるこの大司教との交友はゴンドルフスにも少なからず影響を与える。その  
後，彼とウイリアムとは聖地エルサレム巡礼に行き，その地で修道士となる決  
意を固める。巡礼からの帰還後，彼らはランプランクスが副修道院長を務める  
ペック修道院に赴く。1057年頃のことである。  
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三年間の修練生活を経て，彼はペックの修道士となる。ペックの修道士名簿  
では六八番目にその名が記されている（3）。故郷のアオスタを後にし，数年間の  
放浪の後，ランフラ㌢クスの名声に引かれたアンセルムスがペック修道院の門  
を叩いたのは1059年（4），ルーアン大司教マウリリウスの裁定に従ってペック修  
道士となったのは1060年であり，上記の名簿では六九番目にその名が記されて  
いる（5）。彼らはほぼ同時期に誓願を立てたと思われる。こうして彼らの友愛も  
始まる。『グンドルフス伝』は，「アンセルムスはグンドルフスと友愛によって  
固く結ばれていたので，自分をもう一人のグンドルフスと呼び，他方，グンド  
ルフスをもう一人のアンセルムスと呼び，またそう呼ばれることを喜びとして  
いた。」（6）と記し，さらに，アンセルムスが聖書について語ると，ゴンドルフス  
は涙を流しながらそれに耳を傾け，その様は，さながらキリストとマリアのよ  
うであったとも記している（7）。   
しかし，1063年，ランフランクスがカーン修道院長となってペックを去る  
際，ゴンドルフスもカーン修道院へと移り，ランフランクスを補佐することに 
なる。さらに1070年，ランフランクスがカンタベリー大司教となると，彼も他  
の修道士とともにイングランドに渡る。1076年にはロチェスター  
（Rochester）の司教となり，三二年間にわたりその職務を務め，1108年3月8  
日，八五歳で没する。アンセルムスが没するのはその一年後である。   
アンセルムスの書簡のうち，ゴンドルフス宛の書簡として残っている最初の  
ものは，1071年頃に善かれた『書簡4』，最後のものは1105ないし1106年に善  
かれた『書簡381』であるは）。彼らの関係は生涯に及ぶものであった。   
1．修道士オスベルヌスの死  
最初に引用する『書簡4』が執筆されたのは1071年頃，ゴンドルフスがラン  
フランクスとともにイングランドに渡った翌年である。これ以前に両者の間で  
書簡の往復があったことは，この文面から知られるが，それらは残っていな  
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い。   
『書簡4』修道士ゴンドルフスヘ   
尊敬すべき主，最愛の兄弟，最も信頼する友人，ゴンドルフス師へ：兄弟ア  
ンセルムスが挨拶を送ります。   
貴兄に手紙を書こうとすると，私の魂の最愛の魂よ，貴兄に手紙を書こうと  
すると，どこから語りはじめるのが最もよいのか迷います。というのも，貴兄  
について思うことはどれも，私の心には甘美で悦ばしく，貴兄に望むことはど  
れも，畢尭，私の精神に思い浮かぶ最良のことだからです。つまり，貴兄もご  
承知のとおり，私は貴兄が自分の愛するべき人物であることを知っており，神  
がご存知のとおり，私の望むべき人物であることを貴兄について耳にしており  
ます。ですから，貴兄がどこに赴こうと，私の愛は貴兄に従って参ります。ま  
た私がどこに留まろうと，私の望みは貴兄を抱擁しております。   
しかも，私が貴兄を思い起こしているかと，貴兄はその使者の口を通して私  
に尋ね，その手紙によって私を促し，その贈り物で私に訴えます。「私の舌は  
上顎にはり付くがよい，もし私が貴兄を思い出さないときがあるなら」ゴンド  
ルフスを私の友愛の「最大のものとすることがないなら」（詩136：6）。ここで  
私が語りかけているのは，私の父である俗人ゴンドルフスではなく，私たちの  
兄弟，修道士ゴンドルフス。どうして貴兄を忘却することなどありえましょ  
う。あたかもろうに押し付けられた印章のごとくに私の心に印章づけられた人  
が，どうして私の記憶から奪い去られることがあるでしょう。さらに，貴兄は  
常に私の良心（conscientia）をご自分と共有しておられるのに，聞くところに  
よると，なぜ私の手紙を一度も見ていないことをひどく嘆き，なぜもっと頻繁  
に手紙を欲しいと強い愛で求めるのですか。確かに，貴兄が沈黙していても，  
私は貴兄が私を愛していることを知り，私が口を閉ざしても，「私が貴兄を愛  
していることは，貴兄がご存知です」（ヨハ21：16）。私が貴兄について疑念を  
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抱いていないことを貴兄はご承知です。そして貴兄が私について信頼している  
ことは，私が貴兄の証人です。それゆえ，私たちの良心を互いに相識っている  
のですから，共に喜び，互いのために配慮し合うよう，自分たちのことに関し  
て互いに戒め合うことにしましょう。私に関すること，そして何のために貴兄  
が私と共に喜び，貴兄に配慮して欲しいかは，この手紙を書いている者より  
も，このささやかな手紙の使者を通して，よりよくお分かり頂けると思います。   
尊敬すべき主にして父である私たちの大司教ランフランクスの甥，若いラン  
フランクスに挨拶を送り，また閣下に私たちの忠実な僕としての意志を捧げま  
す。私が愛しつつ尊敬し，尊敬しつつ愛する閣下の親戚であり愛する者なので  
すから，閣下が愛することを私も愛します。また彼の生活態度が愛すべきもの  
であることを聞いていますので，もし許されるならば，私たちの誠実を彼に捧  
げ，また彼の友愛を請い願います。あなた方と共にいるオスベルヌス師にも，  
私たちの愛する修友と同様に挨拶を送ります。   
私の革も甘美な者，故オスベルヌスのために，貴兄と私の友人すべてに，言  
葉はできるだけ少なく，しかし，あらん限りの情熱を込めてお願いします。オ  
スベルヌスがどこにいようと，彼の魂は私の魂です。ですから，私が死んだと  
き，私が友人に望み得ることは何であれ，私が生きている間に，彼のためにお  
与えください。そして私が死んだときには一切の気遣いは無用です。お元気  
で，お元気で，私の最愛の者，貴兄の執拗な願いは適えられるでしょう，お願  
いします，お願いします，お願いします，私を覚え，私の愛する者，オスベル  
ヌスを忘却することがないように。もし私が貴兄に過度な負担を負わせている  
と思われるのでしたら，私のことは忘れ，彼を記憶に留めて下さい。   
ヘンリクス師には別の手紙を送りました。けれども，あなた方の名を交換す  
ることで，貴兄のものは彼のもの，また彼のものは貴兄のものです。  
アンセルムスの初期の書簡は，ランフランクスとともにイングランドに渡っ   
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た友人たちに宛てられたものである。距離や隔たりは友愛（amicitia）を強化  
する。「近さ，密接とはちがう何かが『友情』の媒剤」（9）である。   
本書簡でアンセルムスは「ここで私が語りかけているのは，私の父である俗  
人ゴンドルフスではなく，私たちの兄弟，修道士ゴンドルフス」と述べてい  
る。エアドメルスの『アンセルムス伝』によると，アンセルムスが故郷の町ア  
オスタを後にした直接的な理由は，母エルメンベルガの死後に生じた父グンド  
ルフスとの不和であが功。‘以後，彼は二度と故郷の地を踏むことはなかった。  
この一文にはそうした父親との屈折した関係を読み取ることも可能かもしれな  
い。そして，この父親と同名で，年齢的にはおそらく，アンセルムスより十歳  
年上の修道士ゴンドルフスに彼特有の情熱的な文体と言葉で友愛を告白する。  
友愛は「必ずやそれにふさわしい『文体』rを獲得しなければならない」㈹ので  
ある。さらに，ランフランクスの甥について語った末尾でイングランドに渡っ  
たペック修道士の一人オスベルヌス（Osbernus）に挨拶を送るが，その名が  
引き金となったかのごとく，同名のペック修道士故オスベルヌスに関する悲嘆  
の言葉が送る。   
本書簡で「彼の魂は私の魂です」（animaeius・animameaest）と述べられて  
いるこのオスベルヌスについてエアドメルスの『アンセルムス伝』に基づいて  
述べよう。  
1063年，ランフランクスがカーン修道院長となるためにペックを離れるとと  
もに，アンセルムスはペックの副院長（prior）となる。しかし，修道士とし  
ての誓願を立ててまだ日も浅い彼が副院長に選ばれたことは，以前からペック  
の修道士であった人々の嫉妬をかうことになったh勿。・彼らは他の修道士たちを  
動揺させ，アンセルムスに対する中傷を広げ，憎しみを煽ったため，アンセル  
ムスに反抗的態度を示す修道士が出て来た。その中の一人にオスベルヌスとい  
う修道士がいた。彼はアンセルムスよりも年下だが，修道士となったのはゴン  
ドルフス，アンセルムスより先で，修道士名簿には六六番目にその名が記され  
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ている㈹。エアドメルスの『アンセルムス伝』においては，「オスベルヌスと  
いう名の者は，弱年でこの修道院の修道士となった。才気換発で，様々な手工  
芸に巧みな才能を発揮し，有望な優れた素質をもっていた。だが，ひどく捻じ  
曲がったその性格が，せっかくの素質を台無しにし，その上アンセルムスに対  
して憎しみを抱いて犬のように歯向かった」㈹と述べられている。この若者に  
対してアンセルムスは「聖なる荻狩」（sancta calliditas）をもって接する。す  
なわち，彼の粗暴さを頭ごなしに押さえつけるのではなく，当初は寛大に取り  
扱い，その気性が穏やかになるに従って，今度は厳しく摸するようにした。こ  
うしてオスベルヌスはアンセルムスに尊敬と服従とを示し，修道生活において  
進歩し，アンセルムスの彼に対する期待も日毎に増していった。ところが，突  
然の痛が彼を襲う。アンセルムスは「昼夜を問わず病人の床に付き添い，食物  
や飲み物を与え，すべての看病の務めを引き受け，真の友として完壁にふる  
まった。細心の注意を払って若者の魂と体を回復させようとしたのである」¢9。  
しかし，その献身的な看病も空しく，若者は息を引き取る。彼の死後，アンセ  
ルムスは一年間このオスベルヌスのためにミサを行ない，「これに加えて，彼  
は至る所に手紙を書き，オスベルヌスの魂のために祈ってくれるよう依頼し，  
それを適えてもらった」㈹。上記のゴンドルフスヘの書簡もその中の一通であ  
ろう胴。さらにエアドメルスは続ける。「これを見た修友たちは，アンセルム  
スの心が萎えてしまったと非難し，憐れで不幸なのは自分たちで，これほどの  
愛と援助とを受けたオスベルヌスは祝福された幸福な者だと言った。その後，  
彼らのうちの何人か体も魂もアンセルムスに心服し，オスベルヌスの後継の座  
につきアンセルムスの友愛を獲得しようと求めた。だが，彼はそうした人たち  
の変化を神に感謝したが，すべての人を救うために，すべての人に対しすべて  
のものとなったのである（1コリ9：22）」㈹。エアドメルスの記述は，最愛のオ  
スベルヌスの死をきっかけとして，アンセルムスにある種の心境の変化，具体  
的に言うならば，友愛観の変化が生じたことを窺わせる。「すべての人を救う  
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ために，すべての人に対してすべてのものとなったのである」（omnibusomnia  
factusest，utOmneSfaceretsalvos）とあるように，アンセルムスにとって友愛  
は単に個人的な関係にとどまるものでなく，修道院共同体を結びつける絆と  
なったのである。そして，それはペック修道院のみならず，海を越えてイング  
ランドで修道生活を送る人々にも広げられる。それゆえ，本書簡において，確  
かに，彼はゴンドルフスに対し非常に親密な気持ちを吐露するが，しかし，そ  
の末尾においてかつてのペック修道士であり，今はイングランドにいるヘンリ  
クス（Henricus）の名を挙げ，「あなた方の名を交換することで，貴兄のもの  
は彼のもの，また彼のものは貴兄のものです」と述べる。つまり，ゴンドルフ  
スへの友愛はそのままヘンリクスにもあてはまると言うのである。これと呼応  
するように，ヘンリクスに宛てた『書簡6』では，「ゴンドルフス師にも手紙  
を送りましたが，それは名前を入れ替えれば貴兄のものですし，貴兄のものは  
彼のものであるとお考え下さい。何であれ私たちの愛情が，告げ知らせたり，  
懇願することによって貴君か彼のどちらかに書き記すことは，結局，貴君と彼  
とに語っていることなのです」㈹と述べている。   
2．聖母マリアヘの祈祷  
上述の書簡において，アンセルムスは「私が貴兄を思い起こしているかと，  
貴兄はその使者のロを通して私に尋ね，その手紙によって私を促し，その贈り  
物で私に訴えます」と述べ，ゴンドルフスからの贈り物について触れている。  
当時のペックの修道院の財政状態は決して良好とは言えず，度々イングランド  
からの援助を仰いでいた闘。ランプランクス宛の書簡にも援助を希望したり，  
援助に対する感謝を述べているものがある。例えば，『書簡14』では，ペック  
の修道士となることを希望しながら，負債のためにその志を阻まれているフラ  
ンドルの貨幣鋳造人（monetarius）であったジラルドゥス（Girardus）のため  
の援助を請うている¢カ。もちろんこの希望は適えられた担。また『書簡89』で  
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は，20ポンド（vigintilibrae）の送金に対する感謝が述べられ餌，『書簡90』で  
は聖杯（calis）を作る材料として金が送られて来たことを述べている糾。同様  
にゴンドルフスからも度々贈り物が届き，アンセルムスもそれに対する感謝を  
したためる。次に示すのはそのうちの一過であり，1073年頃執筆された鍋。   
『書簡34』修道士ゴンドルフスヘ   
主なるゴンドルフスヘ：兄弟アンセルムス   
もし私のすべてが貴兄のものであり，また貴兄のすべてが私のものであるこ  
とを私が知らないとでも言うのであれば，貴兄の贈り物に対しお礼を申し述べ  
ることになるでしょう。けれども，貴兄のものは私のもの，私のものは貴兄の  
ものですから，貴兄のものを私に与えて下さる場合，他の人のものではなく，  
私のものを私が受け取ることになるのですから，なぜ私が貴兄に身をかがめる  
必要がありましょう。   
もし，私にまさる貴兄の諸々の徳によってではなく一，相互の愛情によって，  
ご自身をもう一人のアンセルムスとして認めて下さるのであれば，愛された兄  
弟，私の息子であるマウリティウス師も同じ体験を味わうことができますよう  
に。神と隣人への愛のゆえに万事において彼を配慮し，私たちに代わって彼に  
それを示して下さるよう切にお願いします。彼の頭の病について，主にして私  
たちの友人アルベルトウス医師にできる限り治療していただけるよう，貴兄と  
してもできるだけ願い，ご助力下さるよう，ひたすらお願い申し上げます。   
本書簡の後半部で述べられているマウリティウスの病の件については既に述  
べたことがあるので餉，ここでは取り上げない。問題は前半部である。友愛を  
交わす仲にあっては，ゴンドルフスのものはすべてアンセルムスのものであ  
り，アンセルムスのものはすべてゴンドルフスのものである以上，贈答関係は  
成り立たないわけであるから，ゴンドルフスの贈り物に対して礼を申し述べる  
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必要はないと述べている。確かに，ここにはランフランクスヘの書簡のような  
あらたまった口調はなく，親密な関係の中で，冗談めかして礼を述べているか  
のように思われる。しかし，すでに類似の表現が上記の『書簡5』および『書  
簡6』にも見出された，「私のすべてが貴兄のものであり，貴兄のすべてが私の  
ものである」（metotumessetuumettetotumessemeum）「貴兄のものは私の  
もの，私のものは貴兄のもの」（tuameaetmeatuasunt）という表現，′特に後  
者は，『ヨハネによる福音書』17章10節でイエスが父なる神と自分との同等性  
を表わした「私のものはすべてあなたのもの，あなたのものは私のものです」  
（etmeaomniatuasunt，ettuameaSunt）という言葉を踏まえた表現である印。  
アンセルムスは，父なる神と子なる神との同等性，一体性を述べる聖書の箇所  
を暗示しながら幽，ゴンドルフスとの友愛を確認し，簡潔に感謝を述べている  
のである。もちろん，アンセルムスとベヅク修道院にはゴンドルフスの贈り物  
に対して同じく金品をもって報いる余裕はない。一しかし，次の書簡はアンセル  
ムスならではの贈り物を伝えるものである。   
『書簡28』修道士ゴンドルフスヘ  
主なるゴンドルフスへ：兄弟アンセルムスから。アンセルムスがゴンドルフ   
スへ。   
これまでの友愛が損なわれてはいないということについて，私の口から彼に  
多くを語る必要はないでしょう。この人が相互の愛情において私のもう「つの  
心であることを私は知っているからです。そこで，貴兄がすでにご承知のこと  
は手短に語ることにします。貴兄への愛が始まったときから，それが私のうち  
で衰えることによって変わったということは決しでありませんが，私が強く願  
うのは，それが絶えず成長することによって変っていくことです。   
ある兄弟が，聖母マリアについて比較的長い祈祷を執筆して欲しいと，一度  
ならず，しばしば私に懇望しました。今ここにいる彼はそれを自分のために外  
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的に願ったのですが，不在の貴兄は私を内的に促してきました。そこで，もし  
完成したあかつきには，それが貴兄のものになるだろうと考え，その兄弟の要  
望を喜んで引き受けました。こうして求められるままに一つの祈祷を書き上げ  
ましたが，それを見ると求めた人が満足しないだろうと考え，もう一つ書く気  
になりました。けれどもそれも同じように満足のゆくものではなかったので，  
三つ目を書き上げ，ようやく完成したことに満足しました。   
そこで，貴兄のご意向で出来上がったものをお受け取り下さい。そして，他  
の人の懇願から出来上がったものが，長いからといって非難しないで下さい。  
これだけ長いと，誰が読むにしろ，あるいはむしろ黙想するにしても，終りに  
達するまでには，それらのうちに，書かれた意図，つまり痛悔ないし愛情によ  
る悔恨が上からの眼差しをとおして見出されるでしょう。さらに，私は内容に  
従ってこれらの祈祷を段落ごとに区切るようにしましたので，長過ぎると思わ  
れる場合には，任意の箇所で切って読むことができるでしょう。  
1072年頃に善かれた本書簡は鋤，アンセルムスの『祈祷』（0和ぬ㈲ざ）および  
順想』（〟細放班加都）餉の成立過程の初期の段階を伝える貴重な資料でもあ  
る。現在，彼の真正の著作とされる『祈祷』は十九編，『瞑想』は三編残され  
ており，いずれも中世における霊性文学および神学において「アンセルムスの  
革命」ともいうべき画期的な一貫を開いたものである糾。これらは，1070年頃  
から執筆が開始され，幾つかの段階を経て，最終的には1104年に完成する。   
本書簡について述べる前に，1071年頃に書かれた『書簡10』を取り上げなけ  
ればならない。これは，ペック修道院の近くで敬慶な生活を送っていた，征服  
王ウイリアムー世（WilliamI在位1066－1087）の娘アデリス（Adelis）ないし  
アデレード（Adelaide）に宛てた書簡である。それによると，ある時，彼女は  
自分の祈りの生活のために『詩編』の抜粋を作成してくれるようアンセルムス  
に依頼をする。彼はその要求に従って，『詩編詞花集』（Fわ柁ざ♪ざα加8用例）を  
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作成し，さらにそれに七編の『祈祷』を付け加えた。その中の一編は彼自身  
が，「祈祷より瞑想と呼ばれるべきです」（non tantum Oratio quantum Me－  
ditatio dicenda est）B勿と述べており，現在残されている「畏怖の念を起こすた  
めの瞑想」（Meditatio ad concitandum timorem）と題された『瞑想Ⅰ』である  
と推定される。しかし，残りの六編はそれぞれ，ステファノ，マグダラのマリ  
ア，洗礼者ヨハネ，ベトロ，パウロ，福音史家ヨハネへの祈祷であったと推定  
され錮，『書簡28』が語る聖母マリアへの祈祷は含まれていなかった。   
カロリング時代の祈祷集はその多くが神への祈祷から成っていた。しかし，  
十，十一世紀の霊性は諸聖人，とりわけ聖母マリアへの執り成しの祈祷を求め  
た。アデリスに贈られた祈祷が諸聖人に向けられたものであることはこうした  
霊性の潮流を反映しており，また，上述のルーアンのマウリリウスは，カロリ  
ング時代の聖母マリアへの祈祷により個人的な感情表現を加えて拡張した祈祷  
を残している朗。当然，アンセルムスの『祈祷』がアデリスのもとに届き，ま  
た他の人々の間にも流布するに従って，聖母マリアへの祈祷も彼に執筆して欲  
しいという要望が現れたと思われる。『書簡28』で述べられている「ある兄弟」  
（quidamfrater）もそうした人々の中の一人である。しかし，この修道士より  
先にアンセルムスに聖母マリアへの祈祷の執筆を促していたのがゴンドルフス  
だった。アンセルムスは修道士の要望に応えることがゴンドルフスの要求に応  
えることでもあると考え，筆を取る。けれども，執筆には難渋し，三つ目を書  
き終えてようやく筆をおく¢勾。   
彼はこの三筋の祈祷の意図を「痛悔ないし愛情による悔恨」（compunctio  
contritionis veldilectionis）を見出すことだと述べている。聖母マリアは、「神  
の母」（Theotocos）として救済史の中で独特の位置を持っている。事実，彼は  
『祈祷』の中でマリアを極めて大胆に「世界の和解者」（mundi  
reconciliatirix）と呼ぶ¢㊥。この聖母に執り成しの祈りを献げることにより，人  
は自らの罪の重さに打ち砕かれる（contritio）と同時に，聖母への愛情（di－  
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1ectio）が呼び覚まされ，悔恨（compunctio）に浸るのである。アンセルムス  
は，これらの祈祷の朗読（1egere），むしろ，その内容を繰り返し反廃する黙  
想（meditare）によって，恩恵の光の下で，この意図を見出して欲しいと述  
べ，またそうした用途に適うよう，内容に従って区切りを設けたと述べてい  
る。アンセルムスの行き届いた配慮を窺わせる。   
マウリリウスの祈祷については先に触れたが，修道生活の出発点から彼の強  
い影響を受けたアンセルムスとゴンドルフスがそれを知っていた可能性は高  
い。彼らはマリアへの熱烈な崇敬という絆によっても結ばれていたのである。   
3．「選ばれた者は少ない」  
上記の『書簡28』そして彼の著した『祈祷』『瞑想』は霊性の教師，指導者  
としてのアンセルムスの姿を明らかにしてくれる。次に示すのもそうした書簡  
の一つである。これは1074／75年に執筆された。   
『書簡51』修道士ヘルルイヌス，ゴンドルフス，マウリティウスヘ   
主，・兄弟，最愛の友であるヘルルイヌス，ゴンドルフス，マウリティウスヘ  
：兄弟アンセルムスが徳から徳へと上昇しながら進み，神の最高の徳であるキ  
リストに至ることを願います。   
あなた方が同じ志によって目指していることは一つであり，私があなた方に  
ついて願っていることもそれと異ならないのですから，一過の手紙の中で語る  
ことであなた方を同時に結びつけることにします。あなた方と直接お会いした  
いと私がどれほど切望してやまないかを，あなた方の愛情が十分に覚えて下  
さっているのならば，ここにいないあなた方の声を聞くことを私がどれほど絶  
えず願っているかは，十分お分かりになるでしょう。というのも，あなた方の  
良心（conscientia）が私の証人であるとおり，私は，あなた方すべてに兄弟と  
しての愛，あなた方のうちの一人には父としての配慮を，心から一尽くしたと  
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は申しません一注ぎたいと思っておりましたので，私たちの間にある海と陸の  
隔たりもあなた方に対する愛情を私から奪い去ることはできませんでした。確  
かに，敬愛すべき主であり私たちの父である大司教があなた方のそばにおら  
れ，助言や勧めをなさり，あなた方一人一人も自分の修道服が告白することが  
何であるかを絶えず瞑想し，さらには聖なる熱情からなされる相互の語らいに  
よってしばしば刺激を受けているのですから，良い出発をしたあなた方の熱情  
がより善いものへと進歩するためにはそれらで十分でしょうが，にもかかわら  
ず，尽きることを知らない愛情は，私としての励ましも，それがどのようなも  
のであれ，たとえあなた方が不在で，それを必要としてはいなくとも，あなた  
方から奪われてはならないと要求するのです。   
そこで，最愛の方々に勧め，願います。何事であれ，あなた方の精神が自己  
の見張りを妨げることがあってはなりません。進歩することによって日々得た  
ことを注意深く吟味し，－あってはならないことですが一後退することによっ  
て失わないようにして下さい。というもの，徳においては，所有していなかっ  
たものを努力して獲得することは，怠惰によって失うことよりも困難であり，  
同じく，怠慢から逸したものを取り戻すことは，今まで所有した覚えがないも  
のを手に入れるよりもずっと骨が折れるからです。ですから，最愛の方々，過  
ぎ去ったことは無かったかのごとく見なし，あなた方が目指して進んでゆくも  
のを保持し損なうことがないように，そして，弱さのためにできないことも，  
粘り強く絶えず追い求め，それに何かを加えるようにして下さい。というの  
も，多くの招かれた人々の内で，「選ばれた人々は少ない」（マタ20：16，22：  
14）という真理が語る言葉を私たちは皆確信していますが，かといって，どれ  
ほど少ないかは真理がまったく沈黙しているために私たちには不確かです。そ  
こで，まだ少数の者として生活していない人は誰であれ，自分の生活を正し，  
少数の者たちの内に入るように，確信をもって遺棄を恐れるようにして下さ  
い。もちろん自分がその少数に属するとすでに思っても，ただちに選びの確か  
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さに安住してはなりません。選ばれた者がどれほど少数になるかは，私たちの  
誰一人として知らず，多くの招かれた着たちの申の少数の者たちのようであっ  
たとしても，誰も自分が少数の選ばれた者たちの内にすでに入っているかどう  
かを知らないからです。ですから，天の祖国に至る途上で，後ろを振り返り  
（ルカ9：62），自分がどれだけ多くの人々の先を行ったかなどと思ってはなり  
ません。曲ることなく先のものを注視して，その選びについては誰も疑うこと  
のない人々とすでに歩みを共にしているかどうかを注意深く熟慮して下さい。  
ですから，最愛の方々，すでにあなた方が抱いている神への畏れをいかなる機  
会にも冷ましてはなりません，あたかも衰えることを知らぬ熱意によって煽ら  
れるがごとくに日々燃え上がらせ，やがてはそれが永遠の静穏に移されると  
き，あなた方を照らすでしょう。   
お元気で，私の最愛の友。そしてあなた方が私に負っている兄弟愛からお願  
いします。 あなた方に前進するよう励ましている私が，かつて真剣に着手  
し，今はほとんど達成しかけていることを，惨めな失敗に終らせることがない  
よう，これまでにも増して熱心に祈って下さい。   
本書簡において「そこで，最愛の方々に勧め，願います。」という言葉で始  
まる修道生活に関する勧めは，修道生活を志し，後にクリユニー修道士となっ  
たランゾー （LanZOllO7没）とその友人オド（Odo）に宛てて1070／71年頃執  
筆された『書簡2』にほとんどそのまま見出され酎，また同じ趣旨のことが，  
1093年に執筆された，ボローニヤ伯夫人イーダ（Ida）宛ての『書簡167』およ  
び1094／95年に執筆された，トンブリッジ（Tonbridge）およびクレア  
（Cla－e）の領主リカルドゥス（Ricard11S）の娘である修道女Mに宛てられた  
『書簡184』にも見出されることから鋤，修道生活および救済に関するアンセ  
ルムスの一貫した考えが示されていると言えよう。   
これは，『マタイによる福音書』20章16節ないし22章14節で天国に入る人々  
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について語られた，「招かれる人は多いが，選ばれる人は少ない」（Multienim  
suntvocati，pauCiveroelecti）という言葉の解説であが9。アンセルムスはこの  
言葉を通して，選びの確かさについて（desecuritateelectionis）論じる。多く  
の人が天国の救いへと招かれているが，選ばれて天国に入ることのできる人間  
は極わずかである。ただし，聖書はその数について沈黙する以上，自分がその  
選ばれた者の内に入っているかはまったく不確かである。そこで，選ぼれるこ  
と（electio）を願い，遺棄（reprobatio）を恐れる者は，まず敬度な生活ない  
し修道生活に入ることから出発しなければならない。そうした人々の数は決し  
て多くはないが，この少数者（pauci）としての生活を始めても，それが直ち  
に選ばれた者（electi）となったことを意味するのではない。そこで，選ばれ  
たことが確実だと思われる人々を手本とし，後ろを振り返ることなく，天の祖  
国への道（via caelestis patriae）をひたすら歩まねばならない。すべてはそこ  
で明らかになるのである。ここで彼は選び，遺棄という言葉は用いるが，予定  
（praedestinatio）予知（praescientia）という神学的問題については立ち入る  
ことなく，むしろ実践的な勧告に終始する。   
しかし，「その選びについて誰も疑うことのない人々」とは具体的にどのよ  
うな人々であろうか。もちろん，アンセルムスが祈祷の対象とした上記の聖人  
たちがこうした人々であることは言うまでもない。さらに，修道女Mに宛てた  
『書簡184』では「福者アグネスやスコラステイカ，またすでに天上でキリス  
トと喜びをともにしていることを私たちが知っている他の聖なる男女」と、述べ  
ているW。ここで名前が挙げられているアグネス（Agnes）は四世紀にデイオ  
クレティアヌス帝の迫害の際に殉教したローマの聖女，スコラステイカ（Sc－  
holastica）は西欧修道制の父ヌルシアのベネディクトウス（Binedictus d占  
Nursia ca．480一別7／60）の妹である。このスコラステイカの死について教皇グ  
レゴリウスー世（GregoriusI在位590－604）のF対話』（Dialogi）は次のよう  
に述べている。ある時，彼女はモンテ・カッシーノの兄のもとを訪れ，霊的生  
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暗について語り明かす。「それから三日後，神の人（ベネディクトウス）が修  
重から天を見上げると，妹の魂がその肉体を離れ，鳩の姿をして天の秘奥に行  
くのを見た。妹の大いなる栄光を喜び，賛歌と額歌によって全能の神に感謝を  
捧げ，妹の死を修友たちに告げた」㈹。殉教者アグネスにしろスコラステイカ  
にしろ，彼女たちが選ばれた着たちであることは，中世の人々にとっては自明  
のことであった。   
ところで，歴史家グレーヴイツチ（AronYakovlevichGurevich）は，中世人  
にとってこの選ばれた人々，天国に入る人々がいかに少数であったかというこ  
とについて，興味深い事例を報告している。例えば，カンタベリー大司教トマ  
ス・ベケット（Thomas Becketll18－1170）が殉教した日，他にも数百人が命を  
失ったが，天国に行くことができたのは，ベケットを含めて三人だけであった  
という。それから，一世紀後，ウイツクリフの論敵で，説教家としても名高い  
ジョン・プロムヤード00hannes de Bromyard ca．1409没）がこれを詳述し，  
この日全世界で三千三十三人が死んだが，その内三千人が地獄へ，三十人が煉  
獄へ落とされ，救われたのはやはり三人だけであったという。さらに，一三世  
紀のフランシスコ会の説教家レーゲンスブルクのベルトルト（Berthold von  
Regensburgca．1210－1272）＾の見解では，地獄に落ちるものと天国に入る者との  
比率は十万対一であるという¢勿。   
アンセルムスはその神学的主著『神はなぜ人間となられたか』（仇lγdβ鋸ざ  
如仰）において，救われる人間の数は堕落した天使によって減少した天国の  
人口を補充するものであるかという問題の解決にかなりの頁を割いている㈹。  
このことについて，・彼峠，人間が創造されたのは堕落した天使たちによって減  
少した定数を補充するためだけではなく，未完の定数を満たすためであり，し  
たがって，救われる人間の数は堕落した天使の数を上回ると述べている㈹。   
とはいえ，グレーヴイツチが明らかにした中世人特有の感覚をアンセルムス  
も共有していたことは周違いなかろう。「招かれる人は多い」しかし「選ばれ  
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る人は少ない」。しかも，自らがその選ばれた人々の内に数え入れられている  
か否かは最後の時まで不確定である。各人は自らの生活を正し，すでに選びの  
確定した人々の足跡を辿って「天の祖国」への道を歩まなければならない。ア  
ンセルムスにとってそれをもっとも優れた形で実現するのが修道生活である。  
そして，そのことを彼は友人たちにたびたび書き送ったのである。   
結 語  
既に述べたように，アンセルムスにとって友愛は修道院共同体を結びつける  
粁である。ベネディクトウスがモンテ・カッシーノに修道院を設立したとき，  
彼が選択したのは，「独りで一着に向かう」（Solus ad Solum）のではなく，神  
を求める者が一つ所に定住し，『戒律』と修道院長に服従し，「修友に対する愛  
を清らかに実践し」（caritatem fraternitatis casteimpendant）㈹，来るべき世の  
終りに，一人の落伍者もなく，「みないっしょに」（pariter）永遠の命に達する  
道であり，そのような場所，修道院を，彼は「主に仕えるための学校」（domi－  
niciscola servitii）㈹と呼んだ。アンセルムスの友愛観とその実践はこうしたベ  
ネディクトウスの修道観に基礎づけられたものである。   
『プロスロギオン』（伽5′曙加）の第二五章においてアンセルムスは，天国  
において享受する十四の善について述べるが，その一つに友愛を挙げ，「（喜び  
をもたらすのが）友愛であるなら，彼らは自分たちよりも神を愛し，また，互  
いが自分自身であるかのように愛し合い，神は彼らが自分たちを愛する以上に  
彼らを愛するであろう。彼らは，神を通して神と彼ら自身を愛し，神を通して  
相互に愛し合い，神はご自身を通してご自分と彼らを愛するからである」㈹と  
述べている。 アンセルムスにとってこの世での友愛は至福の状態においても存  
続し，そこにおいて神の愛と一体となり，完成するのである。  
［付記］本稿で取り上げたゴンドルフス宛の書簡は初期のもの，すなわち，ゴ  
73   
文化論集第19号  74   
ンドルフスがロチェスター司教とな・る1076年以前の書簡である。これ以降の書  
簡については稀を改めなければならない。  
注（1）以下テキストは，S．AnseLmianhi4uscpPIQPeYa Chnnia tomus secundus，Ad fidem codicium   
recensuitFranciscusSalesiusSchmitt，Stuttgart－BadCannstatt．1968に拠る。アンセルムスの書簡   
の近代語による翻訳としては，W．フローリッヒによる全訳，The 最肋椚＝げ5混血∴山蛸由比可  
Canterbuv，tranSlated and annotatedwith anIntroduction byWalterFr6hlich（Cistercian St11dies   
Series96，97．142）．Kalamazoo1990，1993，1994および，Anselmod’Aosta．LettereI－1II，CuratOriI，   
Biffi．C．Marabelli，JacaBook，Milano1988，1990，1993，選訳には，CurDeusHαけWbySt．Anselmto  
血沈血由＝血地上A S沈溺知り触削れ由ム州都．Edinb11rgh1909．山肋路坤輌加勅ば沈め触再k助血  
Anselmetraduites parles moniales de monastさre de Ste－Croix，Paris／AbbayedeMaredsous1926  
がある。  
（2）rゴンドルフス伝J（Vita GundulfiRoffensis Episcopi）はPL159coll．812－836に収録されてい  
る。この批判版テキストは，TheL埴dGunduy’BishpPqfRochesteY，ed．RodneyThomson，Toronto   
MediaevalTexts（Tronto1977）に収録されているが未見。研究論文としては，R．A．L．Smith，   
‘The PlaceofGundulfin theAnglo－Norman Church’in TheEnglishLnstoricalReviewCCXXXI．   
July1943pp．257T272；M，Rutld，‘Monksin the World：The Case of GundulL of Rochester’in   
Aナばわ一州珊瑚Ⅲ5混血奴ⅩI1988pp．245－260．アンセルムスに関する研究の中でゴンドルフスに最も   
多く言及するのは，SallyN．Vaughn，Aナばg励〆ββ亡α嘘助あβけ〆〟β祉ヱ仇丁九g劫仰CgWg〆〃相加〃g   
andthel俺domdtheSeゆent，UniversityofCaliforniaPress1987である。  
（3）C．A．Por6e．Histoiredcl．AbbqyeduBecI．Belgique1901．p．629，  
（4）ヴオーンはアンセルムスのペック到着がこれより早い時期であったろうと述べるが，理由は明ら   
かにしていない。Cf．S．N．Vaughnゆ血．p．47．  
（5）C．A．Por6e，PP，CiL，p．629．  
（6）Ⅵta G研血明817A‘”tantaGundulfoestamicitiavinctusutsealterumGundulfum，Gundulfum  
VerOalterumAnselmumdiceretetvocarigauderet：  
（7）Ibid．，‘Anselmustamem．quiainScriptllriseruditorerat，frequentiorloqtlebatur，Gundtllfusvero．   
qulainlacrymisprofusiorerat，magisfLectibusrigabatur．’Ibid．‘christusvicesille．istegerebat  
Mariae．   
は）j砂4，7，16，2臥34，41，51．59，68，78．91．141，287，293，299，300．306．314，316，330，359，374，3別   
の計二三通，また彼の名が登場する番簡は，助5，8，42．43，58，96，286．291，292，319，331．355，   
474の計十三通である。ゴンドルフスの書簡として残っているのは劫150だけであるが，こ   
れはペック修道士宛の書簡であって，アンセルムスヘの返信ではない。  
（9）高橋英夫r友情の文学誌J（岩波新書2001）p．10．  
8功ⅥねA那gわれ1．1．c．4．テキストは，丁九βエゆ〆ぶJA†惜β励A柁如ぬ九脚〆Cα弗ねγゐ叩砂励血呵   
ed．byR．W．Southern，0Ⅹford1972に拠る。  
仙高腐英夫ゆどれp．75－76．  
B29修道院共同体における順位（ordo congregationis）について，ベネディクトウスのr戒律j   
（戯酌血）は，「修道士は修道院において，修道生活を始めた年月，優れた生活，そして修道院   
長の決定に従って，定められた各自の順位を守るものとする」（c．63．1．）とあるが，修道院長  
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（abbas）の叙任にあたっては，この順位に従わず，「優れた生活と叡智にあふれた教え（vitae  
Ineritumetsapientiaedoctrina）を基準として選出する」（c．64．2）。しかし，副修道院長（prae－   
positus）の資質について明確な規定はない（訳文は r聖ベネディクトウスの戒律J古田暁訳   
すえもりブックス2000年に拠る）。ランフランクスのー慣習規定j（T九β伽ーね伽一助f加ぶげ   
Laナ〆ねnc，Translated from the LatinwithIntroduction and Notes by David Knowles，Nelson’s   
MedievalClassics1951）には，副修道院長（prior）の役割についての規定はあるが（p．75），そ   
の選出方法，資質については触れていない。  
個C．A．Por由，ゆCれp．629．  
掴1月ねAl岱gJ桝il．Ⅰ，C．X．  
u9Jbid．  
（1ふJあid、  
㈹Cf．砂5，30－32；月歩．7，40－41．  
摘トnね月劇痛加1．Ⅰ．c．x．  
掴＝砂6，28－30．  
錮この点に関して，サザーンは，1078年以降については修道院長アンセルムスの無能さを指摘する   
が，Cf．Southern，ゆCiL，pp．183－184，ヴオーンはそうではないcf．Vaughn．ゆCiL．pp．58－59。  
包ユ）即14，17－24．なお，ジラルドゥス宛の啓筒はj砂15である。  
鋤Cf．即．23，14－30．  
朗＝砂89，7－14．  
糾砂90，17－25．  
朗この他に，初期の書簡の中では，勒7および勘68も参照。  
朗Cf．拙稿「アンセルムスとマウリティウス」【文化論集j18号（2001）pp．1－21．  
閉フローリッヒは「ルカによる福音書j15章31節，帰って来た放蕩息子を喜んで迎えた父親に不満   
をもらした兄に対し，その父親が言った言葉，「私のものは全部お前のものだ」（et omnia mea   
tuasunt）を指示するが（Fr61ichゆdた，Ⅰ．p．130n．1），rヨハネによる福音剖の上記の箇所の   
方が適切であろう。  
（姻Cf．Augustinus．InhhannisEvangeliu刑traCtatuSCmV：107．1－2．［アウグステイヌス著作集25   
rヨハネによる福音書講解説教（3）j茂泉昭男・岡野昌雄訳（教文館1993）pp．314－315］  
鋤この年代については，Fr61ich，qP．cit．．p．121および，B．Ward，S．L．G，，ThePYnyelSandMcdita－  
J如ば〆∫£A那g血涙助〃ばア和ぶ上げ血ル．PenguinBooks1973p．61参照。シュミットは，ゴンドル   
フスがロチェスター司教になる1077年以前とする。サザーンは1073TlO74年とする（cf．Southern，   
ゆCれp．107．）。  
榊テキストはSchmitt，ゆCit”pp．1－91．「祈祷1の邦訳はないが，r瞑想1の邦訳は，T中世思想原   
典集成7 前期スコラ学」編訳】監修＝上智大学中世思想研究所l古田暁（平凡社1996）pp．   
311－339に収録されている。  
＠1）Cf，Southern，ゆCit”p．101，サザーンはその特徴を，「極端なまでに情熱的な表現，体系的完結   
性，実践的抑制の独特の結合」（a characteristic combination of extreme fervour of expression，   
systematic comple仁eness．practicalrestraiTlt）と述べている。アンセルムスのr祈楓＝魔別の   
歴史的位置，特徴については，サザーンの他に，Cf．B．Ward．pp，CiE．，pp．27－85．  
朗＝艶10，14．  
錮シュミットの全集では，0和J血XIlI，ⅩⅤⅠ．ⅤⅠIt．ⅠⅩ．X，ⅩⅠである。このうち，Omf由XIII．XVIが   
含まれていたことは書簡の文面から明らかである。Cf．砂10，16－18．  
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＠4）Cf．Southern，ゆCit，．pp．98－99．この祈祷はPL158，COl．946－948にアンセルムスの著作として収   
録されていたが，ヴイルマールがリヨン写本622等からマウリリウスの作品であることを確定し   
た。Cf．A，Wilmart，AuEeurssPlntuelsettextesd6votsdu ”enagClatin，Paris1932．pp．480－481，  
鍋シュミットの全集では，0和地V，ⅤⅠ，VIIである。現在残されている写本の情況からして，サ   
ザーンはこの吾簡の後もアンセルムスは度々原稿に手を入れ，最終的に完成するには少なくとも   
二十年かかったと推定している（Southern，ゆCれp．107）。なお，この三つの祈祷については筆   
者も触れたことがある。Cf．矢内義顕「修道院神学とマリア論－アンセルムスからベルナルドウ   
スへ」「比較思想研究J第25号1999．3．pp．16－22．  
8Q Oγ．Vl，55．  
岡後にアンセルムスがランゾ一に宛てた「昏簡37Jは，ベネディクトウスのF戒律j（蝕卯血）に   
基づく深い思索によるアンセルムスの修道観を簡潔に示すものである［邦訳は，r中世思想原典   
集成10修道院神学上編訳l監修＝上智大学中世思想研究所l央内義顕（平凡社1997）pp  
．59－67所収］。  
朗＝訪Z3ト53；即．167，20－30；即184，7－19．  
錮現行の新約聖書ギリシア語本文では，20章16節に関して，この句を後代の加筆として削除する   
が，ウルガタ訳では22章14節と同じ句が見出される。ギリシア語本文の問題については，Cf．B．   
M・Metzger．A Tex［ualCbmmenEaTyOntheGreek肋7bsta弼ent．UnitedBibleSocieties1971p．51．  
裾＝砂1蝕14－16．  
如）仇励め．1．ⅠⅠ，C．34アンセルムスが本書を読んでいた可能性は高いcf．砂405，26－27．【訳文は，   
グレゴリウス一世F対話」矢内義顕訳ー中世思想原典集成5後期ラテン教父集J編訳l監修＝上   
智大学中世思想研究所【野町啓（平凡社1993）pp、亜1－504所収に拠る。1  
㈹Cf．アーロン・Ya・グレーヴイツチー同時代人の見た中世ヨーロッパ十三世紀の例話J中沢敦夫   
訳（平凡社1995）pp．141－142．  
㈹C祉γdβ％ざ如†叫l．Ⅰパ．16－18．［邦訳はーアンセルムス全集上古田暁訳（聖文舎1987）pp．435－565   
所収］この間題については，Cf．Augustinus，助血加減叩ⅠⅩ，29；ⅩⅤⅠ，6ト62；βgc如ねおdβf，l．XXII，   
C・Ⅰ．n・2・GregoriusI，伽iEiainEvangelia，ⅩXI，2lXXXIV，2】；ⅩXXIV，11【ⅩXl，2J．これらのテキスト   
がベトルス・ロンパルドゥスの「命題集上に引用され，中世の神学者が繰り返し論じる主恩と   
なった（cf．LibriSententianLm，Ir，dist．王X，C．7．）。  
掴GIγdβ鵬血刑0，1．Ⅰ，C．18，76，9－16．  
㈹Benedictus，Regula，C，72，8．  
陸㊥JわjdりPrologus－45．  
陸カタ和∫わgね氾，C．25．119，4－7．アンセルムスは，1086年頃に隠修士フゴーに宛てた書簡で，永遠の至   
福についてもっと詳細に知りたいのであれば，ープロスロギオンJを播くようにと勧めている  
（cf．助112，74－77）。なお，けロスロギオンjの第二五章の至福の状態における十四の善につ   
いて彼自身が詳説した講話を，弟子たちが筆記したものが残っている。ef．βg九鋸御調血糊わわ購，   
57－63；朗血〟血融血127－141；βe∂gαJ助df仰，273－291．in肋Ⅲ〃わαJぶげぶα血書A那βれed．byR．W．   
Sollthern，F．S．Schmitt，0．S．B，London1969．これについては，別個に論じなければならない。  
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